
　　高浜発電所１号機　タービンバイパス弁構成部品等の脱落について
　　（①シールドプレート取付ボルト）
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［ボルト脱落のメカニズムの推定］

対　　策

脱落したボルト
が発見された箇所

ボルトが
脱落した弁

弁作動時にシールドプレートに
当たる流体の振動等により亀裂
発生し、進展後、破損。シールド
プレートに加わる流体の力や振
動により、引っ張り力を受け、回
転力が与えられて、抜け始め
る。

ボルトが抜けていく段階で、シー
ルドプレートボルト穴内面にボル
トが強く押し付けられるとともに、
ボルトのねじ山が変形、摩耗。
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［脱落ボルト外形図］
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［タービンバイパス弁断面図］

［小弁の蒸気の流れ］

［大弁の蒸気の流れ］
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：通常開放する使用頻度が高い弁

：非常時等に開放する使用頻度が低い弁
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・ボルトに作用する軸力が少なかった場合、蒸気の流体力により廻り止め
　溶接が破損するとともに、取り付けボルトが緩み、抜け出して脱落した。
・ボルトが脱落した原因は、当該ボルトを工場で組み立てる際に締め付け
　トルクが十分でなかった可能性がある。

推定原因

・当該弁については、シールドプレート及び取付ボルトを取り替える。取り付けボルトの取り替えにあたっては、
　取付ボルトの締め付けトルク管理を強化する。
・他のタービンバイパス弁（計７台）についても、念のためシールドプレート及び取付ボルトを取り替える。
・通常使用するタービンバイパス弁（２台）について、毎定期検査でボルトの軸力を確認する。
・今後、当該弁については流動状態が激しい状況下で使用するため、取付ボルトが脱落することがないよう、
　取付ボルトを用いていないシールドプレートの採用について検討する。


